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有限会社松江田建築設計事務所

東松山市松葉町４-４-１９ TEL 0493-24-2001

１級建築士第149350号　吉田　稔

（４）本工事にかかる官公庁への諸手続はすべて請負者が代行し、

１　工事概要
１.１　工 事 名

１.２　工事場所

１.３　工　　期　　　　　　　　契約日～平成　　年　　月　　日

１.４　工事科目（○印の付いたものを適用する）

・　電灯コンセント設備

・　動力設備

・　電熱設備

・　雷保護設備

・　受変電設備

・　静止型電源設備

・　発電設備

・　構内情報通信網設備

・　構内交換設備

・　情報表示設備

・　映像、音響設備

・　拡声設備（非常放送設備）

・　誘導支援、呼出し設備

・　テレビ共同受信設備

・　テレビ電波障害防除設備

・　監視カメラ設備

・　駐車場管制設備

・　防犯、入退室管理設備

・　自動火災報知設備

・　自動閉鎖設備

・　ガス漏れ火災警報設備

・　電話配管設備

・　中央監視制御設備

・　昇降機設備

１.５　指定部分　　　※無　　・有（　　　　　　　　　　　　工期：平成　年　月　日）

１.６　建物概要

２　工事仕様
２.１　共通仕様

（１）この工事は特記仕様書、図面によるほか、埼玉県電気設備工事特別共通仕様書

（以下「特別共通仕様書」という。）、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公

共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）、公共建築改修工事標準仕様書（電

気設備工事編）、公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（以下「標準仕

様書等」という。）及び監督員の指示に従い施工する。

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、それぞれの特別共通仕様書及

び標準仕様書等を適用する。

（３）法令・基準・仕様書等は、原則として施工時において最新のものを適用する。

２.２　特記仕様（特記事項の選択項目は、○印のついたものを適用する）

 　項　　　　　目 　　　　　特　　　　記　　　　事　　　　項

１ 機材等 　本工事に使用する機材等は、設計図書に規定するもの又はこ

れと同等のものとする。なお、資材名、製造所名および発注先

を記載した報告書を監督員に提出し承諾を受けるものとする。

　使用機材等については、アスベスト含有の有無を確認し、

アスベストを含む機材等は使用しないこと。

１

　スイッチ・壁付コンセント(2P15A)は連用形とする。なお、

２口コンセントは複式を使用してもよい。

　フラッシュプレートは原則としてステンレス又は新金属を使

用する。

　コンセント器具に具備されている送り配線端子は使用しては

ならない。

（２）照明器具

　照明器具のうち、ＦＬ２０Ｗ以上の蛍光灯はすべて高力率形

とする。なお、家庭用蛍光灯器具はこの限りでない。

　防災用照明器具は、建築基準法による非常用照明器具及び消

防法による誘導灯とし、関係法令に適合したものとする。

名　　　　　　　　称

スイッチ（一般）

コンセント、電話用アウトレット、直列ユニット（一般）

　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　（和室）

　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　（台上）

床上～中心

台上～中心

　　〃

　　〃

　　〃

１,３００

測　　点 取付高さ（ｍｍ）

１,１００

   ３００

   １５０

分電盤、制御盤、開閉器箱

復帰ボタン（　　〃　　　）

廊下表示灯（　　〃　　　） 　　〃

　　〃

　　〃

   ９００

防水型コンセント 床上～中心

　　〃
１,５００

（上端１,９００以下）

２.４　取付高さ

　壁付、壁掛型の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として次のとお

りとする。

   １５０

   ５００

３　その他
３.１　他工事との取合区分

　発注図又は工事区分表による。

　図面上の縮尺は、発注図の大きさを日本工業規格Ａ１版とした縮尺とする。

　本特記仕様書、特別共通仕様書及び標準仕様書等において疑義が生じた場合は、

監督員と協議するものとする。

３.２　図面上の縮尺

３.３　疑義

埼玉県契約後ＶＥ方式特記仕様書

（適用）

　〃　　（多機能トイレ）

呼出ボタン（多機能トイレ）

１,８００

２,０００

２.３　工事別一般事項（特記事項選択項目は、○印のついたものを適用する）

　項　　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

（１）配線器具電灯コンセント

設備

第１条　この特記仕様書は、埼玉県電気設備工事特別共通仕様書に定めるもののほか、工事目的物の機能・品質等を低下させる

　　ことなくコスト縮減となる施工方法等の提案（以下「ＶＥ提案」という。）を契約締結後に請負者から受け付ける方式

　　（以下「契約後ＶＥ」という。）を実施するに当たり、必要な事項を定めるものとする。

　　なお、この特記仕様書は、ＶＥ提案を請負者に義務付けるものではない。

（ＶＥ提案の範囲）

第２条　契約後ＶＥによるＶＥ提案の範囲は、設計図書に定められている内容のうち、工事材料、施工方法等の変更により、

　　請負代金額の低減を伴うものとし、工事目的物の機能・品質等の低下を伴わない範囲とする。

　　なお、以下の提案は、ＶＥ提案の範囲に含めないものとする。

　　(1) 工期の延長又は公害対策、安全対策、建設副産物対策等の施工条件の緩和を伴う提案

　　(2) 契約約款第１８条第１項第１号から第５号までのいずれかに該当する事実に基づく提案

　　(3) 入札時に競争参加資格要件として求めた同種工事又は類似工事の範囲を超えるような工事材料､施工方法等の変更を伴う提案

　　(4) 大幅な構造計画の変更を伴い、構造計画のやり直し等により相当の変更作業期間を要し、工事工程上支障となる提案

　　(5) 意匠の変更を伴うなど、変更の内容が設計意図を逸脱する提案

　　(6) 既存の機器及び設備システムの大幅な変更を伴う提案

（ＶＥ提案の提出）

第３条　ＶＥ提案は、その内容を明示した｢契約後ＶＥ提案書(様式１～４)｣及び必要な資料を提出することによって行うものとする。

２  ＶＥ提案を受け付ける期間は、発注者と協議の上、契約締結後から工程等に支障のない時期までとする。

３  ＶＥ提案を受け付ける回数は、原則として１回とするが、工事の実状に照らし、適宜対応することができるものとする。

（関連工事との調整）

第４条　請負者は、発注者が発注済みの他の関連工事に変更を及ぼす内容を含むＶＥ提案を行う場合は、関連工事の請負者と

　　相互に協議の上、契約後ＶＥ提案書を提出するものとする。

（ＶＥ提案の審査）

第５条　発注者は、第２条で規定するＶＥ提案となっているか、施工の確実性及び安全性、設計図書と比較した経済性、機能

　　及び品質等について審査を行い、採否を決定するものとする。

第６条　ＶＥ提案の採否については、原則として、契約後ＶＥ提案書の受領後１４日以内に契約後ＶＥ提案採否通知書（様式６）

（ＶＥ提案の採否の通知）

　　により通知するものとする。ただし、発注者は、請負者の同意を得た上でこの期間を延長することができる。

（ＶＥ提案が適正と認められた場合の設計変更等）

第７条　ＶＥ提案が適正と認められた場合において、発注者は設計図書及び請負代金額の変更を行わなければならない。

２　前項の変更を行う場合において、ＶＥ提案より請負代金額が低減すると見込まれる額の１０分の５に相当する金額（以下

　「ＶＥ管理費」という。）を削減しないものとする。

　　また、請負者がＶＥ提案のために実施する構造計算や土質試験等の費用（以下「ＶＥ提案費」という。）は、ＶＥ提案により

　請負代金額が低減すると見込まれる額の１０分の４を超えない範囲で計上できるものとする。

３　ＶＥ提案が適正と認められた後、契約約款第１８条の条件変更が生じた場合のＶＥ管理費及びＶＥ提案費については、原則

　として変更しないものとする。

（契約後ＶＥ縮減額証明書の発行）

第８条　発注者は、契約後ＶＥによる縮減額を証明するため、請負代金額の支払請求後に「契約後ＶＥ縮減額証明書（様式７）」

　を発行するものとする。

（ＶＥ提案内容の取扱い）

第９条　発注者は、その後に発注する工事で当該ＶＥ提案内容を採用することが効果的であると認める場合は、その活用を図る

　ものとする。ただし、工業所有権等の排他的権利を有する提案については、当該権利の保護に留意するものとする。

（責任の所在）

第10条　発注者がＶＥ提案を適正と認め、設計図書の変更を行った場合においても、ＶＥ提案を行った請負者の責任が否定される

　ものではない。

（その他関連事項）

第11条　ＶＥ提案に関連する事項は次のとおりである。ただし､これらの事項に係る規準等が改定された場合には､この限りではない。

　(1) ＶＥ提案が採用された請負者は、工事成績評定において加点される。

　(2) ＶＥ提案が採用された建設業法に規定する主たる営業所が県内にある請負者は、埼玉県の各部局が行う優秀建設工事施工者

　　表彰の対象となる。

　(3) ＶＥ提案実績のある請負者は、埼玉県が実施する総合評価方式の入札において「埼玉県総合評価方式ガイドライン」に基づ

　　き、技術評点が加点される。

　(4) ＶＥ提案が適正と認められ請負代金額が減額となった請負者は、建設業法における経営事項審査の契約後ＶＥに係る完成工事

　　高について、契約後ＶＥによる縮減変更前の契約額で評価する特例を利用することができる。

ＴＥＬ

電話会社 ＴＥＬ

電力会社 ＴＥＬ

施設管理者 ＴＥＬ

官公庁等打ち合わせ相手

消防本部

13 電線の接続 　湿気の多い場所、水を使用する場所及び屋外は、圧着接続し

自己融着テープを巻き付けたうえで絶縁テープ巻きとする。

　上記以外の場所においては、屋内配線用電線コネクタによる

接続をしてもよい。ただし、接続はボックス内とする。

14 電線管の接続 　屋外における厚鋼電線管の接続は、防水処置を施したねじな

し工法としてもよい。

15 残土処分 　埋戻し後の建設残土は、監督員が指示する構内の場所に敷き

均しとする。

16

17 工事カルテ

作成・登録

　請負代金が５００万円以上のときは、本工事受注時、変更時

及び完成時に、工事実績情報として「工事カルテ」を作成し、

監督員に承諾を受けた後、（財）日本建設情報総合センターに

登録するとともに、登録結果を監督員に報告する。　ただし、

２，５００万円未満については受注時のみとする。

18

19 耐震施工 　設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針　2005年版」

（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）

　による。なお、施行に際し、耐震強度計算書を監督員に提出し、

　承諾を受けるものとする。

（１）設計用水平地震力

　機器の重量［kgf］に、設計用水平震度を乗じたものとする。

　なお、特記なき場合、設計用水平震度は、次による。

設計用標準水平震度

設置場所 機器種別
重要機器 重要機器

機　　　　　器

防振支持の機器

水　槽　類（※１）

中間階

地下・１階

上層階

屋上及び塔屋

2.0          1.5

2.0          2.0

2.0          1.5

1.5          1.0

1.5          1.5

1.5          1.0

1.0          0.6

 1.0          1.0 

1.5          1.0

1.5          1.0

2.0          1.5

1.5          1.0

1.0          0.6

1.5          1.0

1.0          0.6

1.0          0.6

1.0          0.6

・特定の施設 ・一般の施設

一般機器 一般機器

0.6          0.4

【備　考】（※１）：水槽類には、オイルタンク等を含む。

防振支持の機器

水　槽　類（※１）

防振支持の機器

水　槽　類（※１）

機　　　　　器

機　　　　　器

重要機器

上層階の定義は次による。

・配電盤　・発電装置(防災用)　・直流電源装置　・交流無停電電源装置

・交換機　・火災報知器受信機　・中央監視装置　・太陽光発電装置

　２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、10～12階建

　の場合は上層３階、13階建以上の場合は上層４階とする。

（２）設計用鉛直地震力

設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

　

　その費用は請負者の負担とする。

（５）特記なき電線・ケーブルは、原則としてエコマテリアル

　電線・ケーブルとし、露出部分に使用する場合は耐紫外線性

　能を有するものとする。

（６）改修工事等を施工する場合、施工する前後に工事対象箇所

　の写真撮影を行う。また、既設ケーブル等は施工前後に絶縁

　抵抗、伝送品質等の測定を行い、試験記録を提出する。

（７）調達する工事材料は、埼玉県産とするよう努めるものとす

る。

20 その他 （１）施工に先立って建築及び関連設備の業者と打合せのうえで

　施工図を作成し、監督員の承諾を受ける。

（２）本工事に使用する製作品は、事前に製作図を監督員に提出

　し、承諾後製作する。

（３）本工事に使用する機器は、事前に性能等を記した機器仕様

行先の表示

回路の種別12

ス内の電線・ケーブルには、回路の種別、行先の表示を行う。

　ハンドホール、プルボックス及び主要なアウトレットボック

２ 工事用電力・水 本工事に必要な電力及び水などの費用は、請負者の負担とする。

３ 監督員事務所

ただし、低圧・弱電回路の標識シートは図面特記による。

　地中電線路には、ケーブル埋設標及び標識シートを設ける。11 地中電線路

のとする。

　盤等の鍵は、既存盤及び別途工事の鍵との整合を極力図るも10 鍵

の露出配管は塗装を行わない。

　露出配管は原則として塗装を行う。ただし、機械室、倉庫等

塗装

金属電線管の９

本工事で　・　設ける（規模　　　　　　　　　　　）　・　設けない

４ 保　　　険 　請負者は工事目的物及び工事材料について引渡し日まで、こ

れを組立保険等にかけて、その写しを監督員に提出すること。

　取外し再使用機材は、清掃及び絶縁抵抗測定等を行い、機能

が良好なことを確認した上で取付る。なお、その測定結果表を

監督員に提出する。

再使用機材５

６ 建設リサイク

ル法の適用

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律の適用について

・　適用する（契約金額による）　・　適用しない

７ 完成図書の

電子納品

電子納品運用ガイドラインについて

○　適用する　　　　　　　　　　・　適用しない

８ 発生材処理 引渡を要するもの以外は構外に搬出し、適切に処理する。

（構外搬出処理費は、○本工事　・別途）

（１）引渡しを要するもの　（　　　　　　　　　　　　　）

（２）買取処分をするもの　（　　　　　　　　　　　　　）

（４）特別管理産業廃棄物　（　　　　　　　　　　　　　）

（３）再生資源化を図るもの（蛍光管　　　　　　　　　　）
　　蛍光管等は再資源化施設等に搬入し、全てリサイクルするものとする。

※処理に先立ち計画書を提出し、処理後は調書を提出すること。

　「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基

づく特定調達品目に該当する機材を使用する場合は、原則とし

て、その判断の基準、配慮事項を満たすこと。

　書を監督員に提出し、承諾後施工する。

（３）換気扇

　換気扇取付木枠及びアルミパネルは、図面に記載のある場合

を除き別途（建築）工事とする。

　換気扇屋外フードはステンレス製、防虫網付とする。

（４）分電盤

　分電盤の塗装色は、監督員の指定した色とする。

（５）継枠

　天井又は壁埋込みの場合のボックスは、塗りしろカバーと仕

上り面とが１０ｍｍ程度以上離れる場合は継枠を使用する。た

だし、ボード張りで、ボード裏面と塗りしろカバーの間が離れ

ないように施工した場合は継枠を必要としない。

（６）位置ボックスの省略

　ケーブルころがし配線で、位置ボックスの図面特記がなく、

かつ、照明器具に送り配線端子が具備されている場合は、位

置ボックスを省略しても良い。

２ 動力設備

とする。負荷用送り端子台は１負荷につきＵ・Ｖ・Ｗ・Ｅの

４Ｐを原則とする。

（２）電動機等各負荷までの接続は、本工事とする。ただし、制

（１）動力制御盤及び開閉器箱の塗装色は、監督員の指定した色

御盤以降が別途工事の場合は、当該制御盤の電源側接続までと

する。

３ 雷保護設備 （１）受雷部突針はＬＲ１とする。

（２）水平導体又はメッシュ導体は、太さ３８mm2以上の銅より線、

t3×25mm以上の大きさの銅帯又はt4×25mm以上の大きさのアル

ミ帯とする。

（３）引下げ導線は、太さ２２mm2以上の銅より線を使用する。

４ 受変電設備 高 圧 引 込 引込み口は、設計図に示された位置を電力会社に

再確認する。また、ケーブル等の埋設及び、その

端末処理は監督員の立会いのうえで施工する。

直列リアクトル　　・６％　　・１３％

受 電 電 圧

主 遮 断 装 置

変圧器設備容量

５ 構内情報通信

網設備

（１）ネットワーク機器を盤内等に収納する場合は、放熱を考慮

する。

６ 静止型電源設備

設備

・直流電源装置　　・交流無停電電源装置

７ 発電設備

・　太陽光発電装置　　　　・　風力発電装置

・　燃料電池発電装置　　　・　熱併給(ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ)発電装置

・　ガスタービン発電装置　・　マイクロガスタービン発電装置

・　ディーゼル発電装置　　・　ガスエンジン発電装置

（１）局線電話の引込位置は、第一種電気通信事業者と打合せの

うえで施工する。

８ 構内交換設備

９

れ警報設備

設備・ガス漏

自動火災報知

立会いのうえで行うものとする。

（３）ガス漏れ警報設備の動作試験は、原則としてガス納入業者

のとする。

（２）総合盤内の接続は端子を使用し、回路名を記入しておくも

する。

（１）所轄する消防署と打合せのうえ、各関係条例等に従い施工

10 昇降機設備

監修公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）による。

（１）特記なき場合の施工は、国土交通省大臣官房官庁営繕部

完成図書 完成図書の電子納品ガイドライン　※　適用する　・適用しない

　完成図には、主要機器一覧表（名称、製造者名、形式、容量
又は出力、数量等）を記載すること。なお、特別共通仕様書に

記載のＡ４製本は要しない。

交流３相３線式　６.６ kV　５０Hz

定格電圧　　　　kV　　定格遮断電流　　　kA

動力用　　　kVA×　　台　　　　kVA×　　台

電灯用　　　kVA×　　台　　　　kVA×　　台

高圧進相コンデンサ　　　　kVar×　　台

　　ＬＥＤ照明器具は、スイッチ等にＬＥＤ照明器具である旨の

表示を行うこと。アスコン

再生砂・再生

再生砂使用に先立ち、１購入あたり１検体の六価クロム溶出試験

監督員の了解を得た上で、※使用できる。　・使用できない。

　契約図書中の山砂の類、砂利、砕石及びアスコンに代替し、

を行い土壌の汚染に係る環境基準に適合することを確認すること。

電気設備工事特記仕様書

２０１１．４

嵐山郷第３ケアホーム新設工事

嵐山郷第３ケアホーム新設工事

嵐山町古里1848

Ｅ－０１

電気設備工事特記仕様書 NOSCALE

電線・ケーブル
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嵐山郷第３ケアホーム新設工事有限会社松江田建築設計事務所

東松山市松葉町４-４-１９ TEL 0493-24-2001

１級建築士第149350号　吉田　稔

八
高
線

小川町

至嵐山町至嵐山町 至東松山
至川越 至上野

至深谷 至前橋至秩父

荒川

コ゛ルフ場

秩父線

熊谷駅

Ｊ
Ｒ
線

関
越
道

　埼玉県比企郡嵐山町大字古里字茨原１８４８番地

県道熊谷小川秩父線

案 内 図

配置図　　　S＝1/1,500

管
理
職
宿
舎

保
育
棟

厚
生
セ
ン
タ
－
ケ
゛
ス
ト
ハ
ウ
ス

駐
車
場

診
療
棟

歯
科
診
療
棟

訓
練
棟

体
育
館

ﾌﾟ
-ﾙ

汚
水
処
理
場

洗
濯
棟

重
心
棟

厨
房
棟

１　寮

２　寮
３　寮

４　寮

５　寮

６　寮

７　寮

８　寮

９　寮

１０寮

１１寮

１２寮

雨水調整池

家
族
宿
舎

１
３
　
寮

１
４
　
寮

１
５
　
寮

Ｂ
１

Ｂ
２

Ｂ
３

Ａ
４

Ａ
５

Ａ
６

Ａ
７

Ａ
８

Ａ
９

Ｃ
１

Ｃ
２

Ｃ
３

独
身
宿
舎

エネルギー棟

管
理
棟

工事対象箇所

Ｅ－０２

1/1,500

以降Ａ６棟平面図参照

以降管理棟平面図参照

以降１３寮平面図参照

火Ａ

火Ａ

火Ａ

火Ａ

火Ｂ

火Ｔ

火Ａ

◎新設

火報一括移報 EM-HP　1.2-5P （既設管路内）

◎新設

火報一括移報 EM-HP　1.2-5P

火報一括移報 EM-HP　1.2-5P

EM-HP　1.2-5P

火Ｂ （ﾒｯｾﾝｼﾞｬ－22□）

（ﾒｯｾﾝｼﾞｬ－22□）

火Ｔ

火Ｔ

火災通報装置

案内図・配置図

◎新設（屋上パラペット部分に配線）



図面番号

縮　尺

件　名

図面名

有限会社松江田建築設計事務所

東松山市松葉町４-４-１９ TEL 0493-24-2001

１級建築士第149350号　吉田　稔

嵐山郷第３ケアホーム新設工事

予　備　　　　　　

屋内壁掛型 屋内壁掛型

L - A 6 - 1 ※撤去

（ＶＡ） （ＶＡ）

容　量 負　荷　名　称 負　荷　名　称 容　量

2

4

6

8

小計 ＶＡ
7

小計 ＶＡ

ＮＴ

5

3

1

予　備　　　　　　

エアコン

キッチンエアコン

２階コンセント

１階コンセント

１階コンセント

MCCB　2P　50/20A（100V）　×　1

MCCB　1P　50/20A（100V）　×　7

屋内壁掛型

L - A 6 - 3L - A 6 - 2

１階２階　照明 ＴＶ共聴

ＶＡ計

Ｌ

1Φ3W　100/200V　50Hz

ELCB　3P
50/30A

50A

　８ﾛ

WH １φ2W　30A

TV機器収納盤へ

（ＶＡ） （ＶＡ）

容　量 負　荷　名　称 負　荷　名　称 容　量

2

4

6

8

小計 ＶＡ
7

小計 ＶＡ

ＮＴ

5

3

1

エアコン

２階コンセント

１階コンセント

１階コンセント

MCCB　2P　50/20A（100V）　×　1

MCCB　1P　50/20A（100V）　×　7

予　備　　　　　　

予　備　　　　　　

予　備　　　　　　

１階２階　照明

ＶＡ計

Ｌ

1Φ3W　100/200V　50Hz

ELCB　3P
50/30A

　８ﾛ

40A

※撤去

1Φ3W　100/200V　50Hz

ＶＡ計

Ｌ -Ａ ６ Ｗ

３８ﾛ

（ＶＡ） （ＶＡ）

容　量 負　荷　名　称 負　荷　名　称 容　量

ELCB　3P
100/75A

11

13

15

17

19

21

23

25

27

29

12

14

16

18

20

22

24

26

28

30

（ＶＡ） （ＶＡ）

容　量 負　荷　名　称 負　荷　名　称 容　量

非常照明 階段非常照明1

3

5

7

2

4

6

8

9 10

小計 ＶＡ 小計 ＶＡ

小計 ＶＡ 小計 ＶＡ

予　備　　　　　　

予　備　　　　　　予　備　　　　　　

予　備　　　　　　

予　備　　　　　　

MCCB　2P　50/20A（100V）　× 38

MCCB　2P　50/20A（100V）　×　6

※　分岐MCCB，ELCBはJIS協約型1Pｻｲｽﾞ-2P50/20Aとする。

32

34

36

38

31

33

35

37

誘導灯 自動火災報知受信機

119　火災通報装置 ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ制御盤

ブザー（ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ）

予　備　　　　　　

予　備　　　　　　

※新設

NOSCALE電 灯 盤 　 結 線 図

Ｅ－０３

５０ １００

１００１００

５０

２００ ２００

５０ ６０

１階　照明 １階　照明

２階　照明

４６０４００

５６０ ＴＶブースター １５０

１階　コンセント １階　コンセント

１階　コンセント 給湯器コンセント

冷蔵庫コンセント ＡＣコンセント

ＡＣコンセント トイレコンセント

ＡＣコンセント

トイレコンセント

洗濯機コンセント ２階　コンセント

２階　コンセント ２階　コンセント

ＡＣコンセント

トイレコンセント トイレコンセント

ＡＣコンセント

ＡＣコンセント ＡＣコンセント

ＡＣコンセント ＡＣコンセント

ＡＣコンセント ＡＣコンセント

１，０００

１，０００ １，０００

１，０００

６００

１，０００

１，０００ ７５０

７５０ ６００

６００ ９００

４５０ ４００

１，０００

１，０００

１，０００

６００

６００

６００

１，０００

１，０００

１，０００

１，０００

Ａ Ｂ

Ｄ

Ｆ

Ｃ

Ｅ

１０，１２０

ＩＨヒーター１，５００

１２，９１０

２３，０３０
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嵐山郷第３ケアホーム新設工事有限会社松江田建築設計事務所

東松山市松葉町４-４-１９ TEL 0493-24-2001

１級建築士第149350号　吉田　稔

〃 〃

１

28,800

14,400 14,400

4,800 4,800 4,800 4,800

２ ３ ４ ５ ６ ７

3
,
60
0

3
,
60
0

1,
2
00

Ａ

Ｃ

Ｂ

7,
2
0
0

隣地境界線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

駐車場(As舗装)

通路(As舗装)

ポーチ ポーチ

玄関玄関

物置物置

ＤＫ

テラス テラス

浴室

洗面 和室６帖

ＤＫ ＤＫ

和室６帖

テラス テラス

浴室浴室

洗面 洗面

物置物置

玄関 玄関

ポーチ ポーチ

ＤＫＤＫ

ポーチ ポーチ

玄関玄関

物置物置

ＤＫ

和室６帖洗面

浴室浴室

洗面

テラス テラス

和室６帖和室６帖

倉
庫

押
入

押
入

倉
庫

倉
庫

押
入

押
入

倉
庫

倉
庫

押
入

倉
庫

AC

AC

外線電話引込

ＷＰ
１０Ｐ

ＷＰ
１０Ｐ

現況　１階平面図　Ｓ＝１／１００

内線電話引込

5C-2V(19）

ＡＥ

ＡＥ

1/100

5C-2V(19）

L-A6-1 L-A6-2 L-A6-3 L-A6-4 L-A6-5 L-A6-6

外線電話引込

ＷＰ
１０Ｐ

ＷＰ
１０Ｐ

内線電話引込

既 設
UTP-4P（PF16）

SDW　0.65-6P
既 設

既 設
UTP-4P（PF16）

SDW　0.65-6P
既 設

〃 〃

１

28,800

14,400 14,400

4,800 4,800 4,800 4,800

２ ３ ４ ５ ６ ７

3,
6
0
0

3
,
6
00

1
,2
0
0

Ａ

Ｃ

Ｂ

7
,2
0
0

1,340 860 2,600 2,960 1,840

隣地境界線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

駐車場(As舗装)

食堂

上ル

スロープ
ポーチ

スロープ

玄関

物置

脱衣

浴室

テラス テラス

洋室(６帖)

洗面

ホール

玄関

ポーチ
ポーチ

玄関
洗濯

物置物置

脱衣

浴室

テラス テラス

浴室

洗面 和室６帖 和室６帖

ＤＫＤＫ

ポーチ ポーチ

玄関玄関

ＤＫ

和室６帖洗面洗面

物置 物置

テラステラス

浴室 浴室

倉
庫

押
入

押
入

倉
庫

倉
庫

押
入

倉
庫

倉
庫

押
入

倉
庫

Ｎ

改修後　１階平面図　Ｓ＝１／１００

今回工事部分 将来工事部分

（Ａ）

Ｓ５

Ｌ

Ｌ－A6W

撤 去 図

通路(As舗装)

6

Ｌｄ Ｌｄ Ｌｄ

（Ａ）Ｒ

ＢＴＩＢＴ
Ｉ

Ｓ５ Ｓ５ Ｓ５

５Ｃ ５Ｃ

ＬＭ

５Ｃ

ＡＥ

Ｒ

ＴＩＶＦ ＴＩＶＦ ＴＩＶＦ

◎撤去 ◎撤去 ◎撤去

Ｔ－１

◎新設

◎新設

20P

　特記なき配管、配線は下記とする。

５Ｃ

ＡＥ

ＡＥ

ＡＥ

IV　1.6×2

AE　1.2-2C ×1

AE　1.2-2C ×2

AE　1.2-2C ×3

5C－2V

Ｌｄ 電灯分岐 IV　 8□×3,E2.0 （25）

◎撤去（電線のみ）

　特記なき配管、配線は下記とする。

電灯幹線

◎新設

ＬＭ EM-CET　38□

ＢＴＩ

Ｌ

ＢＴＩ

ＢＴＩ

ＢＴＩ

ＢＴＩ

Ｓ５

Ｓ５

ＴＩＶＦ

ＴＩＶＦ

ＴＩＶＦ

TIVF　0.8-1P×1

TIVF　0.8-1P×2

TIVF　0.8-1P×3

EM-UTP－4P

EM-S-5C-FB

EM-S-5C-FB

EM-BTIEE　0.4-2P×1

EM-BTIEE　0.4-2P×1

EM-BTIEE　0.4-2P×2

EM-BTIEE　0.4-2P×2

（19）

（19）

（19）

（19）

（19）

（19）

※撤去（電線のみ）

※撤去（ケーブルのみ）

※撤去（ケーブルのみ）

※撤去（ケーブルのみ）

※撤去（ケーブルのみ）

※撤去（ケーブルのみ）

※撤去（ケーブルのみ）

※撤去（ケーブルのみ）

（19）

（19）

（19）

（25）

（25）

（25）EM-BTIEE　0.4-2P×3

※新設

※新設

※新設

※新設（ケーブルのみ）

※新設（ケーブルのみ）

※新設（ケーブルのみ）

※新設（ケーブルのみ）
（Ａ） 立上げメタルモールＡにて保護

※新設

119火災通報装置
◎新設
WHM収納箱（1Φ3W120A用樹脂製）

凡　例

内線電話器

ＬＡＮ用ﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸ（8極8心）

Ｒ

電話ノズルプレート

電話端子台

テレビ直列ユニット（端末）

テレビ直列ユニット（中間）

非常用押しボタン

非常ベル

※取外し（納品）

※取外し（納品）

※撤去

※撤去

※撤去

※撤去

※撤去

※撤去

凡　例

Ｒ テレビ直列ユニット（端末）

テレビ直列ユニット（中間）

電話用ﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸ（6極4心×2）

ＬＡＮ用ﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸ（8極8心×1）

※新設

※新設

※新設

※新設

※撤去品は再使用しない。

※撤去品は場外搬出処分とする。

壁貫通補修（区画貫通処理共）

Ｅ－０４

上ル上ル 上ル 上ル 上ル 上ル

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ置場

上ル上ル上ル上ル

世話人室

リビングルーム

押
入

和室６帖

6

通路

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ置場

通路(As舗装)

隣
地
境
界
線

通路(As舗装)

隣
地
境
界
線

※新設ブランクプレート　角

（Ａ）

事務室

１階幹線弱電設備図（現況・改修後）



図面番号

縮　尺

件　名

図面名

嵐山郷第３ケアホーム新設工事有限会社松江田建築設計事務所

東松山市松葉町４-４-１９ TEL 0493-24-2001

１級建築士第149350号　吉田　稔

Ａ

Ｃ

Ｂ

〃 〃

１

28,800

14,400 14,400

4,800 4,800 4,800 4,800

２ ３ ４ ５ ６ ７

3
,
60
0

3
,
60
0

1,
2
00

7,
2
0
0

和室６帖

下ル押入

和室８帖 和室８帖

下ル

和室６帖 和室６帖

押入

床の間床の間床の間

和室８帖

下ル

和室８帖

床の間 床の間

押入

和室６帖 和室６帖

下ル

和室８帖

バルコニーバルコニーバルコニーバルコニー

ポーチ屋根 ポーチ屋根 ポーチ屋根

和室６帖

下ル

和室８帖

床の間

バルコニー

押
入

押
入

押
入

押
入

押
入

押
入

押
入

押
入

押
入

押
入

押
入

押
入

現況　２階平面図　Ｓ＝１／１００
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Ｂ

〃 〃

１

28,800

14,400 14,400

4,800 4,800 4,800 4,800

２ ３ ４ ５ ６ ７
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6
0
0

3
,
6
00

1
,2
0
0

7
,2
0
0

今回工事部分 将来工事部分

押
入

押
入

押
入

押
入

押
入

押
入

押
入

押
入

押
入

押
入

押
入

和室６帖

下ル

和室８帖

床の間

ポーチ屋根

下ル

和室８帖

バルコニーバルコニー

床の間

和室６帖

押入

和室６帖

下ル

和室８帖

床の間

バルコニー

和室６帖④

床の間

バルコニー

和室８帖②

和室６帖③和室６帖②

ポーチ屋根ポーチ屋根

和室６帖①

下ル
下ル

和室８帖①

床の間

バルコニー

改修後　２階平面図　Ｓ＝１／１００

撤 去 図

バルコニー

下ル

押
入

バルコニー

電灯幹線

◎新設

ＬＭ EM-CET　38□

電灯引込

５Ｃ５Ｃ

５Ｃ ５Ｃ５Ｃ

５Ｃ

Ｌｍ Ｌｍ

VHF12EL
UHF20EL

側面取付

Ｌｄ Ｌｄ Ｌｄ

Ｌｍ

施設LAN引込

電話引込

UTP-4P（PF16）
※屋上配線

SDW　0.65-6P

1/100

電灯引込

５Ｃ

５Ｃ５Ｃ

VHF12EL
UHF20EL

側面取付

施設LAN引込

電話引込

UTP-4P（PF16）
※屋上配線

SDW　0.65-6P

ＬＭ

Ｓ５

Ｓ５

既 設

既 設

既 設

既 設

Ｒ

Ｒ
（Ａ） （Ａ）

Ｓ５

Ｓ５

Ｓ５

Ｓ５

◎改修

◎改修

ＴＶ機器収容箱（４分配器撤去）

ＴＶ機器収容箱（６分配器新設）

Ｒ

Ｌｍ IV　38□×3,E5.5□ （39）電灯幹線

Ｌｄ 電灯分岐 IV　 8□×3,E2.0 （25）

◎撤去（電線のみ）

◎撤去（電線のみ）

EM-S-5C-FB(19）
◎新設（ｹｰﾌﾞﾙのみ）

5C-2V(19）
◎撤去（ｹｰﾌﾞﾙのみ）

Ｅ－０５

２階幹線弱電設備図（現況・改修後）



図面番号

縮　尺

件　名

図面名

有限会社松江田建築設計事務所

東松山市松葉町４-４-１９ TEL 0493-24-2001

１級建築士第149350号　吉田　稔

嵐山郷第３ケアホーム新設工事

電圧(V)ランプ図記号 型　　式 タイプ

撤去  照明器具リスト

YB1

ＬＥＤ　避難口誘導灯両面

ＬＥＤ　避難口誘導灯片面

ＦＬ２０Ｗ×１　階段灯

器具取付高さ

階
段
配
置（

ｍ）

1 Lx

2 Lx

1 Lx

2 Lx

Ｘ+

Ｘ+

Ｘ+

Ｘ+

1.5m 2.0m 5.0m4.0m3.0m2.5m

Y=1.5m

Y=2.0m

2.9

4.0

2.4

3.7

3.2

4.4

2.7

4.1

3.3

4.7

2.9

4.4

3.3

4.9

2.9

4.6

3.0

5.0

2.5

4.8

1.9

4.9

1.0

4.8

消防法適合品 非常電源内蔵

非常時５５％点灯
評定番号ＬＡＦＳ－０４

熱線センサ付（ＯＮ－ＯＦＦ）

Ｈ９ ハロゲン　　９Ｗ

評定番号：ＬＡＬＨ－０２

建築基準法適合品 非常電源内蔵
非常時　ハロゲン電球　　９Ｗ　点灯

枠：鋼板（オフホワイトつや消し）
反射板：アルミ（高効率銀蒸着仕上）
ニッケル水素蓄電池使用

単体配置

器具取付高さ

直線配置

四角配置 A4

A2

A1

2.1m 2.4m 2.6m 3.0m 4.0m 5.0m 6.0m

-

--

- -

- -

-

-

3.4m

7.3m

5.7m

3.1

7.8

6.4

2.7

8.1

6.8

1.5

7.3

7.3

パナソニック電工　ＬＢ９０６３０（Ｋ１－ＩＲＳ４－ＪＥ９）

YC1

矢印方向は図示による。

ＬＥＤ　避難口誘導灯片面

非常電源内蔵消防法適合品 非常電源内蔵
Ｂ級

消防法適合品
Ｃ級

壁直付・天井直付・吊下兼用型 壁直付・天井直付・吊下兼用型

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

Ｇ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ

Ｎ

参考型番：パナソニック電工　ＨＪＡ９０８０

ＦＨＳＣ９３Ｗ×１　ｼｰﾘﾝｸﾞﾗｲﾄ

カバー：高拡散クリーンアクリル（乳白・つや消し加工） カバー：高拡散クリーンアクリル（乳白・つや消し加工）
プッシュプル方式、Ｕ－ライト方式 プッシュプル方式、Ｕ－ライト方式
カバーキャッチ付 カバーキャッチ付

参考型番：パナソニック電工　ＨＪＡ７０８０

ＦＨＳＣ７５Ｗ×１　ｼｰﾘﾝｸﾞﾗｲﾄ

参考型番：パナソニック電工　ＨＪＡ６０８１

ＦＨＳＣ６３Ｗ×１　ｼｰﾘﾝｸﾞﾗｲﾄ

カバー：高拡散クリーンアクリル（乳白・つや消し加工）
本体：木製（ライトナチュラル仕上）
本体：木製（ライトナチュラル仕上）
カバーキャッチ付
電球色

ＦＨＤ８５Ｗ×１　ｼｰﾘﾝｸﾞﾗｲﾄ

参考型番：パナソニック電工　ＨＦＡ７５２５

カバー：クリーンアクリル（乳白）
プッシュ方式、Ｕ－ライト方式
本体：木製（白木）
カバーキャッチ付

ＦＨＤ７０Ｗ×１　シーリングライト

参考型番：パナソニック電工　ＨＦＡ６５２５

カバー：クリーンアクリル（乳白）
プッシュ方式、Ｕ－ライト方式
本体：木製（白木）
カバーキャッチ付

ＦＨＦ３２Ｗ×１　シーリングライト

参考型番：パナソニック電工　ＨＦＡ１７４２

カバー：アクリル（乳白）

ＬＥＤ　シーリングライト

参考型番：パナソニック電工　ＬＧＢ５１６７４

カバー：ガラス（乳白つや消し）
アルミダイカスト（ホワイト）

（IL60W相当）

ＥＦＡ１５Ｗ×１　シーリングライト

参考型番：パナソニック電工　HEA1001

セード：アクリル(乳白)
シーリングユニ方式

ＬＥＤ７．１Ｗ　シーリングライト

参考型番：パナソニック電工　ＬＧＢ５１６７６

本体：アルミダイカスト（ホワイト）
セード：アクリル（乳白）
電球色（１個）

ＦＬ２０Ｗ×１　ブラケット

カバー：プラスチック（乳白）

参考型番：パナソニック電工　ＨＷ２６２２

ホワイト仕上

ＦＨＣ２０Ｗ×１　シーリングライト

参考型番：パナソニック電工　ＨＡＷ２０１１

カバー：アクリル（乳白つや消し）
本体：プラスチック（ホワイト）
電球色、防湿型・防雨型

ＦＰＬ１８Ｗ×１　ブラケット

参考型番：パナソニック電工　ＨＬＷ１８２０Ｃ

カバー：アクリル（乳白）
ホワイト仕上

ＬＥＤ７．１Ｗ　エクステリアライト

参考型番：パナソニック電工　ＬＧＷ８０１０５

本体：アルミダイカスト（シルバーグレーメタリック）
カバー：アクリル
電球色
防雨型

　Ｋ１－ＩＲＳ４－ＪＥ９ 参考型番：パナソニック電工　ＦＳ２１０８０Ｋ

YB2

　ＳＨ１－ＦＢＦ２０－ＢＬ 　ＳＨ１－ＦＢＦ２０－Ｃ

矢印方向は図示による。

ＬＥＤ　通路誘導灯片面

ＬＥＤ　通路誘導灯両面

消防法適合品 非常電源内蔵
Ｃ級

壁直付・天井直付・吊下兼用型

TC1

TC2

　ＳＴ１－ＦＳＦ２２－Ｃ
　ＳＴ１－ＦＳＦ２３－Ｃ

ＨＣ

NOSCALE照 明 器 具 姿 図

Ｅ－０６

　ＳＨ１－ＦＢＦ２１－ＢＬ

× 1 １００ 

×

×

×

×

×

× １００ 

×

１００ 

1

１００ 

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

ｅｗ

ｆ

ｇ

× 1 １００ ｈ

コードペンダント

FCL30W

1

1

1

2

露出

露出

埋込

露出

逆富士型（ FSS4-402）

ダウンライト

防水シーリングライト

防水シーリングライト

防水シーリングライト

流し元灯

IL 60W

IL 60W

IL 60W

IL 60W

IL 60W

IL 60W

FL40W

FL15W

1

1

１００ 

１００ 

１００ 

１００ 

吊

露出

シーリングライト

シーリングライト

露出

露出

露出
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嵐山郷第３ケアホーム新設工事有限会社松江田建築設計事務所

東松山市松葉町４-４-１９ TEL 0493-24-2001

１級建築士第149350号　吉田　稔

食堂

スロープ
ポーチ

スロープ

浴室

テラス テラス

和室６帖

洋室(６帖)

上ル

玄関

ポーチ

物置

脱衣

テラス
倉
庫

倉
庫

押
入

倉
庫

改修後　１階平面図　Ｓ＝１／５０

4,800

14,400

4,8004,800

１ ２ ３ ４

1,8402,9602,6008601,340

3
,
60
0

3,
6
0
0

7
,2
0
0

1,
2
0
0

Ａ

ｂ

ｃ

３

３

３
３

Ｌ

Ｌ

３

４

Ｌ

（Ａ）

（Ａ）

３

（キ）

３

３

Ｌ－A6W

（Ａ）

（キ
）

1

Ａ

3

4

EM-EEF　1.6-2C×2 （MMB）
EM-EEF　1.6-3C

EM-EEF　1.6-2C×2 （MMB）
EM-EEF　1.6-3C

　特記なき配管、配線は下記とする。

※新設EM-EEF　2.0-3C

※新設EM-EEF　1.6-2C

※新設EM-EEF　1.6-3C

※新設EM-EEF　1.6-3C（1芯,E）

※新設

※新設

※新設

EM-EEF　1.6-2C×2（1芯,E）

EM-EEF　1.6-2C+3C（1芯,E）

EM-EEF　1.6-2C×2+3C（1芯,E）

（キ）

（キ）

（キ）

EM-IE　1.6×2

EM-IE　1.6×3

（19）

（19）

※新設（電線のみ）

※新設（電線のみ）

立上げメタルモールＡにて保護（Ａ）

（キ） 既設管路を再使用

既設配管配線を示す。

凡　例

埋込スイッチ　　　　１Ｐ　１５Ａ

３ 埋込スイッチ　　　　３Ｗ　１５Ａ

４ 埋込スイッチ　　　　４Ｗ　１５Ａ

Ｌ 埋込スイッチ　　　　１ＰＬ　１５Ａ

（参考型番：WTC5822W）センサ操作ユニット

熱線センサ付自動ｽｲｯﾁ親機

メタルモール用コーナーボックス

1/50

壁貫通補修（区画貫通処理共）

※新設

※新設

※新設

※新設

※新設

※新設

※新設

上ル

物置

押
入

玄関

世話人室

浴室

洗濯

ホール

洗面

Ａ
Ｃ

Ｃ

Ｋ
Ｂ

H9

Ｉ

Ｇ

Ｃ

Ｊ

Ｎ

YC1

Ｇ

ＧＧ H9

Ｆ

Ｉ

Ｌ

Ｌ

Ｊ

Ｍ

Ｅ－０７

１階　電灯設備図（改修後）

Ａ 1 2 5

EM-EEF　2.0-3C×4

EM-EEF　1.6-3C×2（MMB）

脱衣

（参考型番：WTK2314）

TC2

H9

YC1

YC1

リビングルーム
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嵐山郷第３ケアホーム新設工事有限会社松江田建築設計事務所

東松山市松葉町４-４-１９ TEL 0493-24-2001

１級建築士第149350号　吉田　稔

ｃ

ｂ

Ａ
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2
0
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7
,2
0
0

3,
6
0
0

3
,
60
0

４３２１

4,800 4,800

14,400

4,800

改修後　２階平面図　Ｓ＝１／５０

バルコニー

床の間

ポーチ屋根 ポーチ屋根

バルコニー

床の間

バルコニー

押
入

押
入

押
入

押
入

押
入

押
入

和室６帖①

和室８帖①

和室８帖②

和室６帖④

和室６帖③和室６帖②

下ル

下ル

Ｌ

Ｌ

４

３３
３

（Ａ）（Ａ）

３

（キ）

（キ）

Ａ 1

2 5

Ａ 1 2 5

EM-EEF　2.0-3C×4

EM-EEF　1.6-2C×2 （MMB）
EM-EEF　1.6-3C

EM-EEF　1.6-2C×2（MMA）

1/50２階　電灯設備図（改修後）

Ｊ

ＪＭ

Ｇ

Ｇ

Ｇ HC

HC

H9 H9

Ｄ Ｄ

Ｅ

ＥＥ

Ｅ

YB2

Ｅ－０８

YC1
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嵐山郷第３ケアホーム新設工事有限会社松江田建築設計事務所

東松山市松葉町４-４-１９ TEL 0493-24-2001

１級建築士第149350号　吉田　稔

ポーチ

玄関

上ル

物置

テラス テラス

洗面

ＤＫ ＤＫ

テラス

浴室

物置

玄関

押
入

倉
庫

倉
庫

押
入

倉
庫

AC

AC

現況　１階平面図　Ｓ＝１／５０

4,800

14,400

4,8004,800

１ ２ ３ ４

3
,
60
0

3,
6
0
0

7
,2
0
0

1,
2
0
0

Ａ

ｂ

ｃ

撤 去 図

物置物置

玄関

上ル

ＤＫ

和室６帖
浴室

玄関

上ル

ポーチポーチ

洗面

浴室

和室６帖

事務室

右図参照

1 1

L-A6-1 L-A6-2 L-A6-3 L-A6-4

３

1 IV　1.6×2（19） 1 IV　1.6×2（19）

1/50

３

　特記なき配管、配線は下記とする。

IV　1.6×2

IV　1.6×3

IV　1.6×4

（19）

（19）

（25）

凡　例

３

ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ　1P15A

ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ　3W15A

パイロットランプ

引掛けシーリング（SJ-2）

※撤去

※撤去

※撤去

※撤去

※撤去品は再使用しない。

※撤去品は場外搬出処分とする。

a

b

d

b

d

ｅ

ｅ

ｅ

ｅ

ｅ

ｅ

ew

f

※撤去（電線のみ）

※撤去（電線のみ）

※撤去（電線のみ）

Ｅ－０９

ｇ ｇ

a

ｈ ｈ

１階　電灯設備図（現況）
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嵐山郷第３ケアホーム新設工事有限会社松江田建築設計事務所
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１級建築士第149350号　吉田　稔

ｃ

ｂ

Ａ

1,
2
0
0

7
,2
0
0

3,
6
0
0

3
,
60
0

４３２１

4,800 4,800

14,400

4,800

現況　２階平面図　Ｓ＝１／５０

押
入

押
入

押
入

押
入

ポーチ屋根ポーチ屋根

バルコニー バルコニー バルコニー

下ル押入

和室６帖

下ル

和室８帖和室８帖

押入 下ル

和室６帖

撤 去 図

和室６帖

和室８帖

床の間床の間

押
入

押
入

押
入

床の間

1

右図参照 右図参照

IV　1.6×2（19）1

1/50

３
ｅ

Ｅ－１０

２階　電灯設備図（現況）



図面番号

縮　尺

件　名

図面名

嵐山郷第３ケアホーム新設工事有限会社松江田建築設計事務所

東松山市松葉町４-４-１９ TEL 0493-24-2001

１級建築士第149350号　吉田　稔

食堂

スロープ
ポーチ

スロープ

浴室

テラス テラス

和室６帖

洋室(６帖)

上ル

玄関

ポーチ

物置

脱衣

テラス
倉
庫

倉
庫

押
入

倉
庫

改修後　１階平面図　Ｓ＝１／５０

4,800

14,400

4,8004,800

１ ２ ３ ４

1,8402,9602,6008601,340

3
,
60
0

3,
6
0
0

7
,2
0
0

1,
2
0
0

Ａ

ｂ

ｃ

Ｅ

Ｅ

ＡＣ

自動火災報知受信機

119火災通報装置

ＡＣ ＡＣ

２Ｅ

２

２

２Ｅ

２

２Ｅ

２Ｅ

（Ａ）

ＡＣ

２Ｅ

２

２

ＡＣ

スプリンクラー制御盤

２

ブザー用（ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ）

給湯器 給湯器

防雨入線プレート
給湯器用

防雨入線プレート
給湯器用

Ｌ－A6W

IV　2.0×2（19）6
TVﾌﾞｰｽﾀｰ用電源

Ｂ
Ｃ

Ｄ

7

Ｅ

8

9

10

12 13

6

14

15

16
17

18 19

～

EM-EEF　2.0-3C×11

20 30

1/50１階　ｺﾝｾﾝﾄ設備図（改修後）

　特記なき配管、配線は下記とする。

（Ａ）

（Ａ）（Ａ）
（Ａ）

（Ａ）

（Ａ）

（Ａ）

（Ａ） （Ａ）

（Ａ）

（Ａ）

２

２

２ ２

EM-EEF　2.0-3C

導 入 線 （PF22） ※新設

（19）EM-IE　2.0×2

立上げメタルモールＡにて保護（Ａ）

既設配管配線を示す。

凡　例

２

Ｅ

2P15A×1、Ｐ共

2P15A×2、Ｐ共

ＡＣ

2P15A×1、E付　Ｐ共

2P15A×1、E付　Ｐ共

※新設（電線のみ）

※新設

※新設

※新設

ＷＰ 2P15A×1、E付　防水

２Ｅ 2P15A×2、E付　Ｐ共

※新設

※新設

※新設

※新設

メタルモール用コーナーボックス

壁貫通補修（区画貫通処理共）

※新設

ＷＰＷＰ

上ル

物置

押
入

玄関

世話人室

浴室

洗濯

ホール

洗面

Ｅ－１１

脱衣

Ｅ

11

ＩＨヒーター用

31

（Ａ）

リビングルーム



図面番号

縮　尺

件　名

図面名

嵐山郷第３ケアホーム新設工事有限会社松江田建築設計事務所

東松山市松葉町４-４-１９ TEL 0493-24-2001

１級建築士第149350号　吉田　稔

ｃ

ｂ

Ａ

1,
2
0
0

7
,2
0
0

3,
6
0
0

3
,
60
0

４３２１

4,800 4,800

14,400

4,800

改修後　２階平面図　Ｓ＝１／５０

バルコニー

床の間

ポーチ屋根 ポーチ屋根

バルコニー

床の間

バルコニー

押
入

押
入

押
入

押
入

押
入

押
入

Ｅ

Ｅ

２

２

２

２

２

２

ＡＣＡＣＡＣ２

ＡＣ

２

ＡＣＡＣ

２

２
２

２２

２

（Ａ）

（Ａ）

（Ａ）

（Ａ）

（Ａ）

（Ａ）

（Ａ）（Ａ）

（Ａ）

（Ａ）

（Ａ）

（Ａ）

既 存
TVﾌﾞｰｽﾀｰ用電源

IV　2.0×2（19）6
TVﾌﾞｰｽﾀｰ用電源

～

EM-EEF　2.0-3C×11

20 21 22

23

25 26

27

28

29
30

20 30

1/50２階　ｺﾝｾﾝﾄ設備図（改修後）

和室６帖①

和室８帖①

和室８帖②

和室６帖④

和室６帖③和室６帖②

下ル

下ル

Ｅ－１２

24



図面番号

縮　尺

件　名

図面名

嵐山郷第３ケアホーム新設工事有限会社松江田建築設計事務所

東松山市松葉町４-４-１９ TEL 0493-24-2001

１級建築士第149350号　吉田　稔

ポーチ

玄関

上ル

物置

テラス テラス

洗面

ＤＫ ＤＫ

テラス

浴室

物置

玄関

押
入

倉
庫

倉
庫

押
入

倉
庫

AC

AC

現況　１階平面図　Ｓ＝１／５０

4,800

14,400

4,8004,800

１ ２ ３ ４

3
,
60
0

3,
6
0
0

7
,2
0
0

1,
2
0
0

Ａ

ｂ

ｃ

撤 去 図

物置物置

玄関

上ル

ＤＫ

和室６帖
浴室

玄関

上ル

ポーチポーチ

洗面

浴室

和室６帖

事務室

ＡＣ２

Ｅ

Ｅ

2

5

IV　8□×3，E2.0（25）

Ｅ

ＡＣ

Ｅ

Ｅ

2

5

IV　8□×3，E2.0（25）

3 3

ＡＣ

ＦＭ

２

２

1/50

L-A6-1 L-A6-2 L-A6-3 L-A6-4

右図参照

4 IV　2.0×2（19）4 IV　2.0×2（19） IV　2.0×2（19）6
TVﾌﾞｰｽﾀｰ用電源

　特記なき配管、配線は下記とする。

（19） ※撤去（電線のみ）

※撤去（電線のみ）

IV　2.0×2

IV　2.0×2

凡　例

２

Ｅ

2P15A×1、Ｐ共

2P15A×2、Ｐ共

2P15A×1、抜止　Ｐ共

ＡＣ

2P15A×1、E付　Ｐ共

2P15A×1、E付　Ｐ共

ドアホン

インターホン親機

※撤去

※撤去

※撤去

※撤去

※撤去

※撤去

※撤去

※撤去品は再使用しない。

※撤去品は場外搬出処分とする。

IV　1.2×4
ＦＭ VVF　2.0-3C （Ｆﾓｰﾙ） ※撤去

※撤去（電線のみ）

（19）

（19）

Ｅ－１３

7

１階　ｺﾝｾﾝﾄ設備図（現況）



図面番号

縮　尺

件　名

図面名

嵐山郷第３ケアホーム新設工事有限会社松江田建築設計事務所

東松山市松葉町４-４-１９ TEL 0493-24-2001

１級建築士第149350号　吉田　稔

ｃ

ｂ

Ａ

1,
2
0
0

7
,2
0
0

3,
6
0
0

3
,
60
0

４３２１

4,800 4,800

14,400

4,800

現況　２階平面図　Ｓ＝１／５０

押
入

押
入

押
入

押
入

ポーチ屋根ポーチ屋根

バルコニー バルコニー バルコニー

下ル押入

和室６帖

下ル

和室８帖和室８帖

押入 下ル

和室６帖

撤 去 図

和室６帖

和室８帖

床の間床の間

押
入

押
入

押
入

床の間

4

1/50

4 IV　2.0×2（19）

２

２

２
２

２

既 存
TVﾌﾞｰｽﾀｰ用電源

Ｅ－１４

右図参照 右図参照

２階　ｺﾝｾﾝﾄ設備図（現況）



図面番号

縮　尺

件　名

図面名

有限会社松江田建築設計事務所

東松山市松葉町４-４-１９ TEL 0493-24-2001

１級建築士第149350号　吉田　稔

嵐山郷第３ケアホーム新設工事

自動火災報知設備　系統図

凡 例

記 号 名 称 備 考

複 合 受 信 機 仕様注記参照

火 災 通 報 装 置

差動式スポット型感知器 ２種

定温式スポット型感知器 特種，６５℃

定温式スポット型感知器 １種，７５℃，防水型

光 電 式 煙 感 知 器 ２種，非蓄積型

配 管 配 線 いんぺい

配 管 配 線 露出

配 管 配 線 立 上 げ 引 下 げ

ジャンクション,プルボックス

警 戒 区 域 線

警 戒 区 域 線 小屋裏用

No 警 戒 区 域 番 号 火災表示用

No 警 戒 区 域 番 号

No 動 作 区 域 番 号 防火扉

EV
No

No
階

警 戒 区 域 番 号

警 戒 区 域 番 号

火災表示用，小屋裏用

火災表示用、ＥＬＶ用

火災表示用、階段用

No
SP 放 出 区 域 番 号 スプリンクラー

Ｐ Ｐ 型 発 信 機 １級

終 端 抵 抗 １０ＫΩ

火 災 警 報 ベ ル ＤＣ２４Ｖ，１０ｍＡＢ

表 示 灯 ＡＣ２４Ｖ，ＬＥＤ

注　記

 

　１．特記なき配管配線は下記とする。

 

　２．感知器はすべて確認灯付とする。

　　　　　　※二重天井内はケ－ブル工事とし、立上げ立下げは配管保護とする。

　　　　　　　　　　ＥＭ－ＡＥ：警報用ケ－ブル

　　　　　　　　　　ＥＭ－ＨＰ：耐熱ケ－ブル

EM-AE　1.2-2C（PF16）

EM-AE　1.2-4C（PF16）

ＮＳ

Ｅ－１５

※消防基本六法及び基準書を遵守すること。

管理棟

新設副受信機（10回線）既設副受信機

中央管理室

事務室

副受信機

予備窓にＡ６棟火報一括表示

▽２ＦＬ

▽ＲＦＬ

▽１ＦＬ

▽Ｂ１Ｆ

Ａ６棟

階階

1 2２

１ EM-HP　1.2-4C（MMA）

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ制御盤

AC100V

EM-HP　1.2-7P（E25）

EM-HP　1.2-10P（E31）

警備員室

◎改修

（ソフト・データ変更）

Ａ６棟火災一括移報を表示

既存Ｒ型受信機

EM-HP　1.2-5P

EM-HP　1.2-5P

壁掛型，火災通報専用電話機

    

　　１）Ｐ型１級、壁掛型、窓式、主音響・予備電源内蔵

　　　　蓄積式、自動断線警報機能付

自火報

自火報　予備

　３．受信機仕様

合  計 １０Ｌ

４Ｌ

６Ｌ

　　２）防災監視盤の表示内訳は下記の通り。

　　３）管理棟既設Ｒ型受信機及び副受信機に一括移報を出力すること。

自動火災報知設備　系統図



図面番号

縮　尺

件　名

図面名

嵐山郷第３ケアホーム新設工事有限会社松江田建築設計事務所

東松山市松葉町４-４-１９ TEL 0493-24-2001

１級建築士第149350号　吉田　稔

15寮14寮13寮

A6棟A5棟

T-3-3

５Ｐ５Ｐ

２Ｃ

５Ｐ５Ｐ

２Ｃ

５Ｐ５Ｐ

２Ｃ

５Ｐ５Ｐ
５Ｐ ５Ｐ

５Ｐ５Ｐ５Ｐ５Ｐ

T-3-2

５Ｐ

A4棟

AC100V

ＮＴＴ回線

事務室

管理棟

（１Ｆ） AC100V

AC100V

AC100V

AC100V

警備員室
（１Ｆ）

（Ｂ１Ｆ）
中央管理室

1寮 2寮 3寮 4寮

重心棟

6寮 5寮 7寮 8寮 9寮

10寮 12寮11寮

AC100V

AC100V

Ｔ－１

５Ｐ ５Ｐ ５Ｐ

５Ｐ５Ｐ５Ｐ５Ｐ５Ｐ

５Ｐ

５Ｐ ５Ｐ ５Ｐ ５Ｐ

EM-HP　1.2-5P

EM-HP　0.9-5P

EM-HP　0.9-5P

EM-HP　0.9-5P

Ｔ－２

T-4-1 T-4-2 T-3-1

今回増設

グループ②

グループ①

火災通報装置設備　系統図

Ｔ－１ Ｔ－２ T-4-1 T-4-2 T-3-1

上記端子盤内には、火災通報装置用

電話機増設装置及び増設電源装置が

組込み済み。

火災通報装置

火災通報専用電話機

警報表示盤

警報用押ボタン

【　概　要　】

（1） 火災発生時に火災友邦ボタンを押すと、１１９番（消防）へ自動的に　『　火災発生　』を知らせるシステムである。

（2）

（3）

火災通報ボタンを押すだけで自動的に119番にダイヤルし、音声メッセージにより火災発生、施設名、所在、名称等

を連絡する。

１１９番（消防）が着信すると火災通報専用電話機により、１１９番（消防）と火災の規模、負傷者の有無などの通話

ができる。

【　注　意　】

※１ 火災通報装置は、火災のみに使用できるものであり、救急要請又は救援要請などの通話には使用できません。

※2 火災通報装置は、当該施設を設置した防火対象物の火災通報のみに使用できるものであり、隣棟等の火災通話は、一般

の電話機にて行う。

※3

訂正を行う。

火災通報装置により通報した後、誤報が判明した場合には本装置にて取消すか、火災通報専用電話機にて取り消し又は

※4 火災通報装置により通報した後、火災状況に関する具体的な内容について、消防機関から、呼び出しがあった場合には

火災通報専用電話機の受話器をとって説明する。

1/100

Ｅ－１６

火災通報設備　系統図



図面番号

縮　尺

件　名

図面名

嵐山郷第３ケアホーム新設工事有限会社松江田建築設計事務所

東松山市松葉町４-４-１９ TEL 0493-24-2001

１級建築士第149350号　吉田　稔

〃 〃

１

28,800

14,400 14,400

4,800 4,800 4,800 4,800

２ ３ ４ ５ ６ ７

3,
6
0
0

3
,
6
00

1
,2
0
0

Ａ

Ｃ

Ｂ

7
,2
0
0

1,340 860 2,600 2,960 1,840

隣地境界線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

緑地

駐車場(As舗装)

通路(As舗装)

通路(As舗装)

通路

上ル

スロープ
ポーチ

スロープ

玄関

浴室

テラス テラス

洋室(６帖)

ホール

上ル

玄関

ポーチ
ポーチ

玄関
洗濯

上ル

物置

浴室

テラス テラス

浴室

洗面 和室６帖 和室６帖

ＤＫＤＫ

ポーチ ポーチ

玄関玄関

上ル 上ル

ＤＫ ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ置場

和室６帖洗面洗面

物置 物置

テラステラス

浴室 浴室

倉
庫

押
入

押
入

倉
庫

倉
庫

押
入

Ｎ

改修後　１階平面図　Ｓ＝１／１００

Ａ

Ｃ

Ｂ

〃 〃

１

28,800

14,400 14,400

4,800 4,800 4,800 4,800

２ ３ ４ ５ ６ ７

3
,
60
0

3
,
60
0

1,
2
00

7,
2
0
0

今回工事部分 将来工事部分

押
入

押
入

押
入

押
入

押
入

押
入

和室６帖

下ル

和室８帖

床の間

ポーチ屋根

下ル

和室８帖

バルコニーバルコニー

床の間

和室６帖

押入

和室６帖

下ル

和室８帖

床の間

バルコニーバルコニーバルコニー

ポーチ屋根ポーチ屋根

和室８帖①

バルコニー

改修後　２階平面図　Ｓ＝１／１００

今回工事部分 将来工事部分

和室６帖①

和室６帖② 和室６帖③

押
入

押
入

押
入

下ル 下ル

押
入

和室８帖②

和室６帖④
床の間

押
入

床の間

押
入

食堂 物置
洗面

和室６帖

脱衣

脱衣

物置

押
入

倉
庫

倉
庫

倉
庫

リビングルーム

押
入

階 階
2

1 2

AC100V

1/100

特記なき配管配線及び立上げ引下げの電線本数は系統図参照とする。

119火災通報装置子機

世話人室

1

以降配置図参照

EM-HP　1.2-5P（MMA）

Ｅ－１７

自動火災報知・火災通報装置設備図



図面番号

縮　尺

件　名

図面名

嵐山郷第３ケアホーム新設工事有限会社松江田建築設計事務所
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火報一括移報 EM-HP　1.2-5P
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（ﾒｯｾﾝｼﾞｬ－22□）

火災通報装置

1/100１３寮・火災通報装置設備図

EM-HP　1.2-5P
◎新設

EM-HP　1.2-5P（MMA）
◎新設

◎改修

既存電話機増設装置

（接続・調整）

Ａ６棟火災通報装置子機回路を接続

◎新設（屋上パラペット部分に配線）
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以降配置図参照

EM-HP　1.2-5P

EM-HP　1.2-5P

壁貫通補修

EM-HP　1.2-5P（MMA）

◎新設

◎新設

◎新設

◎新設
副受信機（10回線、壁掛型）

◎新設
EM-HP　1.2-5P×2

◎改修

（ソフト・データ変更）

Ａ６棟火災一括移報を表示

◎改修

予備窓にＡ６棟火災

　　一括移報を表示

既設
火災通報装置（親機）

既存副受信機

既存Ｒ型受信機

管理棟・自動火災報知設備図 1/100
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